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図５.ＯＵＴ２の強度：A1の変化Ｌ１＝１０ｍ，Ｌ２＝２．０ｍ１７＝０．０
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図6.OUT1の強度([1]の場合)：リング長の変化Al＝0.5川2＝0108770,7＝００５
f[GHz］
Ｐ，
0.8
叩
０．６
０．６
0.4
0.4
0.2 0.2
0.2０．４０．６0.6ｆ[GHz］ｕＺ Ｏ.‘ f[GHz］
(α)Ｌ,＝２０ｍ,Ｌ２＝４０ｍ （６）Ｌ１＝2.0ｍ,Ｌ２＝30ｍ
図７.ＯＵＴ２の強度：リング長の変化k,＝0.8’ん2＝0.444444,7＝0.0
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図３，４，５はいずれも結合係数Ａ１を変化させた場合の共振特性を解析したものである。図３，４は
OUT1の強度で、それぞれ［１］の場合（式（９））と［２］の場合（式（１４)）である。図３（a)ではん２
の値が0.0001444と極めて小さいためリングＢの寄与はほとんどなくＡリングのみで共振しており、その
ためフイネスが高い。図３（b)はＡ,Ｂ両リングそれぞれでの共振が重なったときのもので、フイネスが悪
くなっている。図４も図３と同じ現象に加えて、（A+B)リングの影響が強く出てきている。図５はＯＵＴ２
の強度で式（18）で与えられるものである。図３と同じ現象が生じている。図６，７はリング長の影響を検
討したものである。図６はＯＵＴ１の強度の［１］の場合で図から両リングの共振が重なった周波数で共振
している様子がよく分かる。図７はＯＵＴ２の場合で共振周波数が(a)(b)で異なっている。図７は損失７
を変えた場合である。共振時の損失と結合係数との間には関連があるので、損失単独の影響とは言えない。
しかし、損失が小さいときは、それぞれのリングの共振が全体の特性に強く寄与することが分かる。ＯＵＴ１
の共振はデイップ型（打消し型）で、一方、ＯＵＴ２の共振はピーク型（合成型）である。
リングが２つあるため、単一リングの場合比べて共振幅が広くなるが、そのピーク値あるいはデイップ値
は変わらない。また、リング長の組み合わせで共振周期を変えることが出きる。このような特性はフィルタ
への応用には好都合な場合もあり得ると思われる。
５むすび
８の字干渉計の共振特性について、詳しく検討した。その結果、２つの出力はそれぞれ打消し型と合波型
の共振特性を有している。打消し型の共振出力干渉特性は、Ａリング,Ｂリング個々の共振が整合した場合
と、ＡリングとＡ，Ｂリングの共振が整合した場合の２つの場合があることが分かった。これに対して、
合波型の共振出力は、ＡリングとＢリングの共振が整合した場合のみに生じる。
リングが２つあるため、単一リングの場合比べて共振幅が広くなるが、そのピーク値あるいはデイップ値
は変わらない。また、リング長の組み合わせで共振周期を変えることが出きる。これらの特性よりフィルタ
への応用が期待される。
附 録
本文式(2)，(3)の導出過程を簡潔に示す。
式(1)より、Ｅ１＝Ｏの条件から次式が得られる。
ＨＨ＊－Ｈ*Ｔ＝０
ここで、ＨＨ*，Ｈ*Ｔは、
ＨＨ＊＝１＋Ｕ２＋U2＋tu2-2ucosβL1-2ucosβL2＋2⑩COSβ(L,＋Ｌ２）
２uucosa(L1-L2)－２uTucosaL2-2uTucosβＬ１
Ｈ霊T＝胸|{1+ﾃﾞｰ…βL1-…L,+…β(LⅢ+L2)-…βL，
＋…β(L1-L2)-ひ…βL,}-j{剛βL,+剛胸…β(L,+L，）
‐川脇…(Ll-L2)+川ML,}１
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である。したがって、ＨＨ＊－Ｈ*Ｔは、
〃-H蝋Ｔ＝｛1+鋤，+ｈＷ２－聡,-AW2-(2迦十加一ﾙﾙﾙ側)CO圏βLⅢ
－(2u＋2uuj-2k,u)COSβL2＋(2Ｔｕ－ｈ,⑪)COSβ(L,＋Ｌ２）
＋(2岬-k,w)c･．β(L1-L2)｝
ｊ{(…")Sm伽川､β(L,+L2)-…Ｍ(L1-L2)｝
と表わされる。
上式を実数部、虚数部にわけ、それぞれをＯとおくことにより次の２式が得られる。
実数部
1＋U2＋U2＋ｕｊ２－ｈ,＿ｌＭｊ２－(2u＋2Utu-k1u-A,uu）)COSβL1
-(２１)＋2uuj-2kW)co8BL2＋(2TD-k1⑪)cosa(L1＋Ｌ２）
+(2mu一片,ｕＵ)cCsβ(Ｌ１－Ｌ２)＝０
虚数部
usinβL1-ujsinβ(L1＋Ｌ２)－uusinβ(L1-L2)＋T)tusiML1＝０
，.Ｃの損失を全て等しく、７１＝物＝杓＝γとし、結合係数でん１＝ん3とし、また、光ファイバーの
損失をα＝Ｏとすると、本文の式(2)，(3)が各々得られる。
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